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「
ト
ラ
ン
ス

タ
ス
マ
ン
相
互
承
認
取
り
決
め
」

の
法
的
性
格

． 

庄

克

宏

司

「トランス・タスマン相互承認取り決めJの法的性格

一
は
じ
め
に

二
内
国
民
待
遇
、
調
和
お
よ
び
相
互
承
認

三
ト
ラ
ン
ス
・
タ
ス
マ
ン
相
互
承
認
取
り
決
め

付
ト
ラ
ン
ス
・
タ
ス
マ
ン
相
互
承
認
取
り
決
め
の
構
成

ω
T
T
M
R
A
に
お
け
る
政
策
決
定
お
よ
び
囲
内
法
と
の
優
劣
関
係

臼
物
品
の
分
野
に
お
け
る
相
互
承
認

四
職
業
登
録
に
関
す
る
相
E
承
認

四

結

語

は
じ
め
に

欧
州
連
合
（
E
U
）
の
前
身
で
あ
る
欧
州
経
済
共
同
体
（
E
E
C
）
が
域
内
市
場
完
成
白
書
お
よ
び
そ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め

の
基
本
条
約
改
正
と
し
て
の
単
一
欧
州
議
定
書
に
よ
り
、
物
・
人
・
サ
ー
ビ
ス
・
資
本
の
自
由
移
動
か
ら
成
る
域
内
市
場
を
一
九
九

二
年
末
ま
で
に
実
現
す
る
べ
く
着
々
と
準
備
を
し
て
い
た
と
き
、
当
時
（
一
九
八
三
年
｜
九
一
年
）
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
首
相
の
地
位

129 

に
あ
っ
た
ホ
l
ク
（
問
。
Z
2
V
B
g
F
g
（図。
σ）出
ω項
目
向
。
）
は
、
欧
州
の
域
内
市
場
が
一
九
九
二
年
に
実
現
さ
れ
る
と
「
オ
l
ス
ト
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（

1
）
 

ラ
リ
ア
の
州
の
間
よ
り
も
欧
州
経
済
共
同
体
の
加
盟
国
の
間
の
方
が
貿
易
障
壁
は
少
な
く
な
る
だ
ろ
う
」
と
語
っ
た
。

（

2
）
 

そ
の
背
景
に
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
憲
法
の
「
連
邦
内
に
お
け
る
貿
易
の
自
由
」
に
関
す
る
第
九
二
条
（
彩
色

s
s
s

斗
B
号
呈
F
E
Fゅの。
B
B
8
4
2巳
S
g
g骨
2
．
）
と
同
条
に
関
す
る
判
例
法
が
存
在
し
た
。
第
九
二
条
は
、
「
統
一
関
税
の
賦
課

（

3
）
 

に
つ
き
、
州
の
聞
の
貿
易
、
通
商
及
び
取
引
は
、
内
陸
輸
送
に
よ
る
か
海
洋
航
行
に
よ
る
か
を
問
わ
ず
、
絶
対
的
に
自
由
で
あ
る
」

（

4
）
 

と
定
め
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
最
高
裁
判
所
（
件

Z
E
m
v
n
2
2
え

krg可
包
宮
）
は
、
向
。
hwe
・
司
、
町
民
川
、
た
ミ
事
件
判
決
に

お
い
て
第
九
二
条
を
次
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
。

130 

「
租
税
的
措
置
及
び
非
租
税
的
措
置
の
双
方
に
関
し
て
、
歴
史
及
び
文
脈
と
も
に
、
第
九
二
条
に
基
づ
き
州
際
通
商
に
対
し
て
保
障
さ
れ

（

5
）
 

る
自
由
は
上
述
の
保
護
主
義
的
な
意
味
に
お
け
る
差
別
的
負
担
か
ら
の
自
由
で
あ
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
支
持
し
て
い
る
。
」

そ
の
結
果
、
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
憲
法
が
州
の
間
の
貿
易
障
壁
を
撤
廃
す
る
こ
と
に
よ
り
途
切
れ
る
こ
と
の
な
い
圏
内
経
済
を
創

（

6
）
 

出
す
る
意
図
で
あ
る
の
に
反
し
て
、
規
制
の
相
違
と
い
う
形
の
非
関
税
障
壁
が
八
つ
の
別
々
の
市
場
を
生
じ
さ
せ
た
」
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
克
服
す
る
た
め
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
一
九
九
二
年
五
月
一
一
日
、
連
邦
、
州
お
よ
び
準
州

2
2
E
S目

立

g）
の
間
で
「
相
互
承
認
協
定
」
（
宮
冨

E
5日
間

2
S
E
t
g
k
r
m円
2
B
8
2自
民
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
自
国
市
場
に
相
互
承

認
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
と
し
た
。
次
い
で
、
そ
の
た
め
の
連
邦
法
が
制
定
さ
れ
（
号
喜
吉
弘
同

3
m
E
z
g
k
g
s畿
、
各
当

（

9
）
 

事
者
が
そ
れ
を
採
択
す
る
立
法
に
よ
り
相
互
承
認
制
度
を
実
施
し
た
。

M
R
A
は
、
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国
内
市
場
に
お
い
て
物

品
及
び
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
自
由
移
動
を
促
進
す
る
た
め
に
物
品
及
び
職
業
に
関
わ
る
相
互
承
認
原
則
を
実
施
す
る
制
度
を
確
立
す

る
こ
と
」
（
同

2
5
－KF
）
を
目
的
と
す
る
。

他
方
、

（叩）

M
R
A
が
署
名
さ
れ
る
以
前
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
「
経
済
関
係
緊
密
化
貿
易
協
定
」
（
任
。



。。
ω
旬
開
。
。
ロ

O
B片
岡
己
主
。
号
、
H
，
B
弘二句
S
B
8
2開
問
）
に
よ
り
自
由
貿
易
札
一
艇
を
創
設
し
て
い
た
（
一
九
八
三
年
発
効
）
o
C

E
R
の
下
で
両
国
は
、
一
九
九

0
年
代
半
ば
ま
で
に
関
税
障
壁
を
撤
廃
し
、
多
数
の
非
関
税
障
壁
を
削
減
す
る
こ
と
に
成
功
す
る
と

（ロ）

と
も
に
、
サ
ー
ビ
ス
貿
易
に
関
す
る
C
E
R
議
定
書
に
よ
り
多
く
の
サ
ー
ビ
ス
分
野
で
自
由
貿
易
を
達
成
し
て
い
た
。
し
か
し
、
産

（日）

品
基
準
（
官
。
含
。

zszmEω
）
や
職
業
登
録
（
。
。

2
3
z。
ロ
包
括
m
F
E
E
t。
ロ
）
の
よ
う
な
規
制
上
の
障
壁
が
残
存
し
て
い
た
。
そ

「トランス・タスマン相互承認取り決め」の法的性格

の
よ
う
な
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
当
事
者
（
連
邦
、
州
お
よ
び
準
州
）
は
、

M
R
A
に
署
名
し
た
際
、

（

M
）
 

l
ジ
1
ラ
ン
ド
の
参
加
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
合
意
し
た
。

両
国
間
で
交
渉
が
重
ね
ら
れ
た
後
、
「
ト
ラ
ン
ス
・
タ
ス
マ
ン
相
互
承
認
取
り
決
め
」

B
E
g－
U
ω
B
S
冨
E
g
ニU
g
m
E
z
g

『

同

）

（

珂

）

k
F
R
S
m
o
s
g昨
日
寸
寸
冨
同
一
と
が
一
九
九
六
年
に
署
名
さ
れ
た
。

T
T
M
R
A
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
政
府
、
州
政
府
お
よ
び

準
州
政
府
な
ら
び
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
政
府
の
間
の
「
非
条
約
合
意
」
（

3
。ロ

1
5
3
m句
g
s
b一
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、

（

国

）

（

四

）

一
九
九
八
年
五
月
一
日
に
発
効
す
る
T
T
M
R
A
を
国
内
実
施
す
る
た
め
、
両
国
は
各
々
「
一
九
九
七
年
ト
ラ
ン
ス
・
タ
ス
マ
ン
相

互
承
認
法
」
（
岳

2
5
5
1
1『
g
s
g
冨
E
S一問。
g
m巳
E
S
K
F
2
5お
と
い
う
名
称
の
立
法
を
制
定
し
た
。

T
T
M
R
A
は
C
E

R
の
「
論
理
的
拡
張
」
と
み
な
さ
れ
、
ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

M
R
A
の
「
自
然
な
増
築
」
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

T
T
M
R
A

（幻）

は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

M
R
A
と
可
能
な
限
り
整
合
性
を
有
す
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
る
（
閉
め

a
s
z
u
g島一戸 ユ

同
，
、
『
富
岡
k
p
）。

（幻）

両
国
は
ま
た
、
最
近
、
証
券
公
募
・
売
出
相
互
承
認
協
定
（
二
O
O
六
年
二
月
二
二
日
署
名
、
二
O
O
八
年
六
月
二
二
日
発
効
）
お
よ

（幻）

び
ト
ラ
ン
ス
・
タ
ス
マ
ン
裁
判
所
手
続
・
規
制
道
守
確
保
相
互
承
認
協
定
（
ニ
O
O
八
年
七
月
二
四
日
署
名
、
二
O
一
O
年
発
効
予
定
）

（剖）

を
締
結
す
る
こ
と
に
よ
り
、
相
互
承
認
お
よ
び
そ
れ
に
関
連
す
る
協
力
の
範
囲
を
拡
大
し
て
い
る
。

以
下
で
は
、
国
家
間
の
貿
易
に
お
い
て
非
関
税
障
壁
を
削
減
す
る
三
つ
の
モ
デ
ル
を
概
観
し
た
後
、

（お）

承
認
原
則
に
つ
い
て
主
に
T
T
M
R
A
テ
キ
ス
ト
か
ら
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

T
T
M
R
A
に
お
け
る
相
互

131 
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内
国
民
待
遇
、
調
和
お
よ
び
相
互
承
認

132 

国
家
間
の
貿
易
に
お
け
る
非
関
税
障
壁
を
削
減
す
る
モ
デ
ル
と
し
て
三
つ
が
考
え
ら
れ
る
（
以
下
、
物
品
の
貿
易
を
前
提
に
述
べ
る

こ
と
と
す
る
）
。
第
一
の
モ
デ
ル
は
、
内
国
民
待
遇
（
差
別
禁
止
）
を
基
本
と
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
第
二
の
モ
デ
ル
は
、
調
和

（部）

ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
第
三
の
モ
デ
ル
は
、
相
互
承
認
（

B
E
g－
5
8
m
E
Z。
ロ
）
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。

（F
R
S。巳
g
z。ロ）

第
一
の
モ
デ
ル
は
、
輸
入
国
に
お
け
る
ホ
ス
ト
・
ス
テ
ー
ト
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
宮
阜

ω
g
g
g
E
g】
）
お
よ
び
差
別
禁
止
に
基

づ
く
内
国
民
待
遇
を
基
本
と
し
て
い
る
。
ホ
ス
ト
・
ス
テ
ー
ト
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
国
家
主
権
が
尊
重
さ
れ
る
一
方
、
輸
入
品

は
原
産
地
図
に
お
け
る
ホ
l
ム
・
ス
テ
ー
ト
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
F
。
B
o
a
m
z
g
z
s－
）
に
加
え
て
輸
入
国
に
お
け
る
ホ
ス
ト
・
ス

ル
ー
ル
の
「
二
重
の
負
担
」
を
負
う
こ
と
に
な
る
。
輸
入
品
は
ホ
l
ム
・
ス
テ

（釘）

l
ト
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
基
づ
い
て
生
産
さ
れ
る
が
、
輸
入
国
の
市
場
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
た
め
に
は
同
国
が
課
す
産
品
要
件
ル
ー

ル
を
充
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
ホ
ス
ト
・
ス
テ
ー
ト
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
輸
入
品
を
国
産
品
と
差
別
す
る
こ
と
が
な

（却）

い
よ
う
に
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
各
国
ル

l
ル
は
差
別
禁
止
原
則
に
服
し
て
、
囲
内
の
民
主
主
義
に
従
っ
て
形
づ
く
ら
れ
る
。

し
か
し
、
ル
ー
ル
の
「
二
重
の
負
担
」
は
存
続
す
る
た
め
、
そ
の
限
り
で
自
由
貿
易
が
損
な
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
貿
易
上
得
べ

か
り
し
利
益
は
企
業
に
コ
ス
ト
を
負
担
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
費
え
る
が
、
当
事
国
は
市
場
に
対
す
る
規
制
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
維
持
す

（却）

る
」
の
で
あ
る
。

テ
l
ト
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
下
に
置
か
れ
る
た
め
、

上
述
の
よ
う
な
「
二
重
の
負
担
」
を
解
消
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
第
二
の
モ
デ
ル
が
存
在
す
る
。
各
国
ル

l
ル
聞
の
調
和
の

た
め
の
政
府
間
交
渉
を
通
じ
て
、
貿
易
と
政
治
の
利
益
の
バ
ラ
ン
ス
が
図
ら
れ
る
。
超
国
家
的
レ
ベ
ル
へ
の
主
権
の
垂
直
的
委
譲
を

伴
う
場
合
も
あ
る
。
こ
の
モ
デ
ル
で
は
一
定
部
門
で
い
っ
た
ん
調
和
が
実
現
さ
れ
る
と
、
各
国
は
一
方
的
に
そ
れ
を
変
更
す
る
こ
と

は
も
は
や
許
さ
れ
な
く
な
る
。
調
和
の
導
入
や
改
正
の
さ
い
に
各
国
に
交
渉
コ
ス
ト
が
発
生
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
調
和
ア
プ
ロ

l



（却）

チ
で
は
共
通
性
が
確
保
さ
れ
る
が
、
多
様
性
は
犠
牲
に
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。

調
和
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
け
る
政
府
間
交
渉
コ
ス
ト
や
多
様
性
の
犠
牲
と
い
う
欠
点
を
克
服
し
つ
つ
、
ル
l
ル
の
「
二
重
の
負
担
」

を
解
消
す
る
の
が
、
第
三
の
モ
デ
ル
す
な
わ
ち
ホ
l
ム
・
ス
テ
ー
ト
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
原
則
と
す
る
相
互
承
認
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
「
一
加
盟
国
に
お
い
て
適
法
に
生
産
さ
れ
、
取
り
引
き
さ
れ
て
い
る
限
り
、
当
該
産
品
が
他
の
加
盟
国
に
お
い
て
も

（幻）

輸
入
を
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
モ
デ
ル
の
下
で
は
、
消
費
者
は
商
品
の
多
様
性
と
い
う
思
恵
を
受
け

る
一
方
、
正
し
い
選
択
を
行
う
た
め
の
情
報
コ
ス
ト
が
増
大
す
る
。
ま
た
、
企
業
は
規
制
が
緩
い
国
を
生
産
拠
点
と
し
て
選
択
し
よ

う
と
す
る
た
め
、
国
家
間
で
「
規
制
間
競
争
」
（
3
m
g
z
gミ
g
B宮
吾
宮
口
）
が
発
生
し
、
「
底
辺
へ
至
る
競
争
」
（
m
E
g
g
F
O

（詑）

V
2
g
g）
が
生
じ
る
可
能
性
も
あ
る
と
さ
れ
る
。

「トランス・タスマン相互承認取り決め」の法的性格

ト
ラ
ン
ス
・
タ
ス
マ
ン
相
互
承
認
取
り
決
め

←） 

ト
ラ
ン
ス
・
タ
ス
マ
ン
相
互
承
認
取
り
決
め
の
構
成

ト
ラ
ン
ス
・
タ
ス
マ
ン
相
互
承
認
取
り
決
め
（
T
T
M
R
A
）
は
、
八
つ
の
リ
サ
イ
タ
ル
（
同

2
5】）、

一
五
の
部
省
州
三
）
、
四

つ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
ω各
包
巳
ゆ
）
お
よ
び
五
つ
の
附
属
書
（
〉
ロ

5
M）
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

リ
サ
イ
タ
ル
は
、
趣
旨
（
第
A
条
）
、
目
的
（
第
B
条
）
、
諒
解
事
項
（
第
C
l
F
条
）
、
原
則
（
第
G
、
H
条
）
か
ら
成
る
。

第
I
部
は
参
加
当
事
者
、
第
E
部
は
用
語
の
解
釈
、
第
E
部
は
取
り
決
め
の
圏
内
履
行
方
法
を
定
め
て
い
る
。
ま
た
、
第
百
部
に

は
物
品
に
関
す
る
ス
キ
l
ム
の
実
施
規
定
、
第
V
部
に
は
職
業
に
関
す
る
ス
キ
l
ム
の
実
施
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
。
第
百
部
は
閣

僚
評
議
会
に
よ
る
基
準
ま
た
は
規
則
の
決
定
に
関
す
る
手
続
的
規
定
で
あ
る
。
次
い
で
、
第
四
部
は
T
T
M
R
A
か
ら
の
「
除
外
」
、

第
四
部
は
「
永
続
的
適
用
除
外
」
、
第
医
部
は
「
ト
ラ
ン
ス
・
タ
ス
マ
ン
協
力
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
「
特
別
適
用
除
外
」
を
規
定
し
て
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い
る
。
さ
ら
に
、
第
X
部
は
T
T
M
R
A
以
外
の
ト
ラ
ン
ス
・
タ
ス
マ
ン
協
力
と
の
関
係
、
第
沼
部
は
政
府
首
脳
に
関
す
る
制
度
的
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取
り
決
め
、
第
盟
部
は
T
T
M
R
A
の
見
直
し
規
定
、
第
理
部
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
改
正
規
定
、
第
町
部
は
T
T
M
R
A
囲
内
履
行
立

法
の
改
正
規
定
、
第
百
部
は
T
T
M
R
A
か
ら
の
脱
退
規
定
を
定
め
て
い
る
。

次
に
、
第
一
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
各
当
事
者
に
よ
る
T
T
M
R
A
か
ら
の
「
除
外
」
リ
ス
ト
で
あ
り
、
第
二
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
同
じ

く
「
永
続
的
適
用
除
外
」
リ
ス
ト
、
第
三
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
「
特
別
適
用
除
外
」
リ
ス
ト
で
あ
る
。
以
上
は
す
べ
て
物
品
の
分
野
に

関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
第
四
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
職
業
に
お
け
る
適
用
除
外
リ
ス
ト
（
医
師
の
み
）
で
あ
る
。

最
後
に
五
つ
の
附
属
書
は
「
特
別
適
用
除
外
」
の
対
象
物
品
に
関
す
る
細
則
（
既
存
規
制
要
件
の
範
囲
、
制
度
的
取
り
決
め
、
特
別

適
用
除
外
に
服
す
る
立
法
）
を
定
め
て
い
る
。
第
一
附
属
書
は
「
療
法
用
品
」
、
第
二
附
属
書
は
「
有
害
物
質
」
「
工
業
用
化
学
物
質
」

お
よ
び
「
危
険
品
」
、
第
三
附
属
書
は
「
電
磁
両
立
性
」
お
よ
び
「
無
線
通
信
基
準
」
、
第
四
附
属
書
は
「
路
上
走
行
車
」
、
第
五
附

属
書
は
「
ガ
ス
器
具
」
に
つ
い
て
の
細
別
で
あ
る
。

（司

T
T
M
R
A
に
お
け
る
政
策
決
定
お
よ
び
圏
内
法
と
の
優
劣
関
係

T
T
M
R
A
に
関
す
る
政
府
首
脳
（
同
g
含
え
の
。

2
5
B
g同
）
レ
ベ
ル
の
政
策
決
定
は
、
連
邦
政
府
お
よ
び
各
州
・
準
州
の
首

（犯）相
で
構
成
さ
れ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
間
評
議
会
（
任
。
。
。
己
ロ
色
え

kpg可
包
冨
ロ
。
。
S
E
E
g
g
n
n
o
k
rの
）
に
お
い
て
な
さ
れ
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は

T
T
M
R
A
に
関
わ
る
事
項
に
つ
い
て
対
等
な
資
格
で
そ
れ
に
参
加
し
、
投
票
権
を
有
す
る
（
H
H

・H

・↓J
『冨・

同
〉
）
。
政
策
決
定
方
式
は
、
議
題
に
応
じ
て
、
全
会
一
致
ま
た
は
三
分
の
二
以
上
の
多
数
決
で
あ
る

（吋・
N

・∞－
N
W

也－N
・N
・∞－
N

・ω
・

J

『
、
吋
富
岡

kp）。

ま
た
、
閣
僚
レ
ベ
ル
で
も
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
連
邦
政
府
お
よ
び
各
州
・
準
州
の
閣
僚
か
ら
成
る
閣
僚

評
議
会
（
ω
冨
宮
室

R
E
n
2
5
8
が
T
T
M
R
A
に
関
わ
る
事
項
を
扱
う
場
合
、
対
等
な
参
加
資
格
お
よ
び
投
票
権
を
有
す
る



（。－
Y
、
『
、
『
一
言
問
〉
）
。
閣
僚
評
議
会
は
三
分
の
二
以
上
の
多
数
決
で
決
定
を
行
う
（
白
・
ω・
寸
寸
富
岡
〉
）
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
見
る
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
間
評
議
会
お
よ
び
閣
僚
評
議
会
が
三
分
の
こ
の
多
数
決
で
決
定
を
行

う
場
合
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
多
数
決
で
敗
れ
る
可
能
性
が
常
に
あ
る
。
な
お
、
通
常
は
コ
ン
セ
ン
サ
ス
で
決
定
が
な
さ
れ
る
と

（剖）

言
わ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、

T
T
M
R
A
を
圏
内
実
施
す
る
た
め
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
一
九
九
七
年
ト
ラ
ン
ス
・
タ
ス
マ
ン
相
互
承
認
法

（
任
命
叶

5
5
1
4寸
g
B
S冨
E
g
z
u
g官
在
。
ロ

K
F
2
5
S）
は
、
そ
の
適
用
に
関
す
る
第
五
条
で
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

「トランス・タスマン相互承認取り決めJの法的性格

「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
す
べ
て
の
法
は
、
同
法
又
は
本
法
が
明
示
的
に
他
の
規
定
を
置
い
て
い
な
い
限
り
、
本
法
に
服
し
て
解
釈
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

物
品
に
関
す
る
ト
ラ
ン
ス
・
タ
ス
マ
ン
相
互
承
認
原
則
、
職
業
に
関
す
る
ト
ラ
ン
ス
・
タ
ス
マ
ン
相
互
承
認
原
則
、
及
び
本
法
の
規
定
は
、

い
か
な
る
種
類
及
び
い
か
な
る
目
的
の
手
続
に
お
い
て
も
掛
酌
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
」

こ
の
よ
う
に
第
五
条
の
規
定
は
、
（
国
内
実
施
法
を
通
じ
て
）

T
T
M
R
A
の
優
越
性
を
定
め
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
他
方
、
同

（部）

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
相
互
主
義
（
足
立
司

g
a
q）
に
基
づ
き
囲
内
実
施
立
法
を
廃
止
す
る
こ
と
に
よ
り

T
T
M

法
第
六
条
に
は
、

R
A
の
効
果
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
で
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
（
お
よ
び
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）

の
主
権
は
究
極
的
に

保
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
一
九
九
七
年
ト
ラ
ン
ス
・
タ
ス
マ
ン
相
互
承
認
法
（
任
。

吋

g
gー叶
g
g
g冨
ZEm
－－u
g
mロ
芹
吉
田

K
F
2
5
S
（
の
主
宰
）
）
も
、
第
五
条
お
よ
び
第
七
条
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
同
様
の
規
定

を
置
い
て
い
る
。
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① 
国

物
品
の
分
野
に
お
け
る
相
互
承
認
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物
品
に
関
す
る
基
本
原
則
は
、
「
い
ず
れ
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
当
事
者
の
管
轄
に
お
い
て
も
適
法
に
販
売
さ
れ
う
る
物
品

（の
8
鈴
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
販
売
さ
れ
う
る
」
、
ま
た
、
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
適
法
に
販
売
さ
れ
う
る
物
品
は
い
ず
れ

の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
当
事
者
の
管
轄
に
お
い
て
も
販
売
さ
れ
う
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
同

3
S
E
e－
寸
寸
富
岡
（
問
。
そ
の
結

果
、
物
品
は
そ
れ
が
生
産
さ
れ
る
か
ま
た
は
輸
入
の
た
め
に
通
過
す
る
管
轄
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
基
準
（
忠
告

eaω
）
ま
た
は

規
則
（
吋
認
己
主
ふ
切
に
の
み
適
合
す
る
必
要
が
あ
る
（
仏
－
H

・H
－
ゴ
富
一
宮
）
0

相
互
承
認
原
則
は
、
物
品
の
販
売
に
の
み
関
わ
る
た
め
、
物
品
の
使
用
を
規
制
す
る
法
令
（
物
品
が
使
用
で
き
る
ま
た
は
使
用
で
き

な
い
特
定
の
条
件
を
定
め
る
法
令
で
あ
っ
て
、

一
定
の
状
況
に
お
け
る
特
定
の
物
品
の
使
用
禁
止
を
含
む
）
に
は
適
用
さ
れ
な
い
（
図
1
参

照
）
。
し
か
し
、
物
品
の
使
用
規
制
が
他
の
管
轄
か
ら
輸
入
さ
れ
る
物
品
の
販
売
を
妨
げ
ま
た
は
制
限
す
る
よ
う
な
形
で
物
品
の
特

（却）

徴
を
定
め
て
い
る
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

適
用
除
外

基
本
原
則
か
ら
の
明
文
の
適
用
除
外
が
五
種
類
存
在
す
る
（
図
1
、
図
2
参
照
）
。
た
だ
し
、

T
T
M
R
A当
事
者
の
意
図
と
し
て

「
取
り
決
め
か
ら
の
適
用
除
外
（
0
5
B
Z
Zロ
ω
）
及
び
除
外
（
自
己

g
Eロ
ω
）
は
可
能
な
限
り
最
小
限
に
と
ど
め
る
」
（
H
N
・Fω
・

② 叶同，富岡
k
p
）
と
さ
れ
て
い
る
。

第
一
に
、
以
下
の
事
項
は
「
例
外
」
（

R
8
z
zお
と
し
て

T
T
M
R
A
の
範
囲
外
に
あ
る
。
た
だ
し
、
差
別
禁
止
に
服
す
る

（品・
H

・ω
・同，
H
，富岡
k
p
）。

（
イ
）
「
物
品
の
販
売
態
様
又
は
販
売
者
が
事
業
を
行
う
態
様
若
し
く
は
行
う
よ
う
要
求
さ
れ
る
態
様
」
。
た
と
え
ば
、
「
物
品
販
売



「トランス・タスマン相互承認取り決め」の法的性格

図1 トランス・タスマン相互承認取り決め（TTMRA）の適用範囲

TTMRAが言及していない規制（物品の使用など）

例外、除外

すべての物品

登録職業関連規則

永続的適用除外

特別適用除外

暫定的適用除外

（出所： ProductivityCommission, Review of Mutual Recognition Schemes, 

Australian Government, January 2009, p. 17.) 

図2 物品におけるトランス・タスマン相互承認取り決め（TTMRA）の適用範囲
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例外 ｜ 除外

（出所： ProductivityCommission, Review of Mutual Recognition Schemes, 

Australian Government, January 2009, p. 20.筆者により一部修正。）
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の
契
約
面
」
、
「
販
売
者
又
は
職
業
に
従
事
し
て
い
る
他
の
者
の
登
録
」
、
「
事
業
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
免
許
の
要
件
」
、
「
物
品
が
販
売
さ

れ
う
る
か
又
は
販
売
さ
れ
え
な
い
相
手
方
」
、
「
物
品
が
販
売
さ
れ
う
る
か
又
は
販
売
さ
れ
え
な
い
状
況
」
で
あ
る
。

（
ロ
）
「
物
品
の
輸
送
、
貯
蔵
又
は
取
り
扱
い
」
。
た
だ
し
、
公
衆
衛
生
、
安
全
お
よ
び
環
境
に
関
す
る
事
項
に
限
ら
れ
る
。

（
ハ
）
「
物
品
の
検
査
」
。
た
だ
し
、
「
検
査
が
物
品
の
販
売
の
前
提
条
件
で
は
な
い
」
場
合
で
あ
っ
て
、
公
衆
衛
生
、
安
全
お
よ
び

環
境
に
関
す
る
事
項
に
限
ら
れ
る
。

第
二
に
、
「
除
外
」
（
誌
の
宮
包

gm）
と
し
て
次
の
分
野
は
T
T
M
R
A
か
ら
除
か
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
（
イ
）
税
関
審
査
お
よ
び
関

税
、
（
ロ
）
知
的
財
産
権
、
（
ハ
）
税
制
、
（
ニ
）
「
物
品
の
販
売
に
関
わ
る
要
件
」
に
関
連
す
る
他
の
特
定
の
国
際
的
義
務
で
あ
る

（斗・
N

・J
『
叶
富
岡
〉
）
。
こ
の
リ
ス
ト
へ
の
追
加
に
は
全
会
一
致
が
要
件
と
な
る
（
叶
・
h
F
寸
吋
富
岡
〉
）
。

第
三
に
、
「
永
続
的
適
用
除
外
」
（
司

2
B
8
8
Z
5
B
Z
Eロω
）
と
い
う
類
型
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
相
互
承
認
原
則
に
潜
在
的
に

は
含
ま
れ
る
が
、

T
T
M
R
A
の
各
当
事
者
が
同
原
則
を
適
用
す
べ
き
で
は
な
い
と
決
定
し
た
も
の
で
あ
る
（
∞
－
Y
同
斗
沼
周
色
。

こ
の
リ
ス
ト
へ
の
追
加
に
は
全
会
一
致
が
必
要
と
さ
れ
る

G
・M
・
吋
叶
富
岡
〉
）
。
こ
の
類
型
に
含
ま
れ
る
事
項
は
、
た
と
え
ば
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
検
疫
、
絶
滅
危
倶
種
、
銃
器
類
、
花
火
、
賭
博
機
械
、
狼
豪
物
、
オ
ゾ
ン
層
保
護
、
農

（姐）

業
・
畜
産
用
化
学
物
質
、
放
射
能
保
護
。
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T
T
M
R
A
の
適
用
開
始
日
か
ら
一
二
カ
月
間
の
み
許
容
さ
れ
る
「
特
別
適
用
除
外
」
（

8
2
E
R
O
B
Z
Zロω
）
も
存

在
す
る

S
・M
－r
同
寸
富
岡
〉
）
。
そ
の
期
限
が
経
過
し
た
後
は
、
相
互
承
認
、
調
和
ま
た
は
永
続
的
適
用
除
外
の
い
ず
れ
か
に
服
す
る

第
四
に
、

（也・
H
・N
・也・
N
・H
l
u
h
・ω
・
叶
］
『
富
岡
〉
）
。
そ
れ
は
規
制
上
の
相
違
を
な
く
す
の
が
困
難
な
分
野
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
「
ト
ラ
ン
ス
・
タ

ス
マ
ン
協
力
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
（

3
2同
・
寸
寸
富
岡
〉
）
に
含
ま
れ
る
事
項
で
あ
る
が
、
問
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
完
了
す
る
た
め
に
一
二
カ
月

聞
の
追
加
的
時
聞
が
猶
予
さ
れ
る
（
匂
・
H

・H
・∞－
F
印・∞－
N

－Y
J『叶富岡・
h
F

）
。
特
別
適
用
除
外
の
対
象
は
限
定
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
療
法

用
品
（

S
2
8
2立
の
の
。
。
仏
ω
）
、
有
害
物
質
、
工
業
用
化
学
物
質
お
よ
び
危
険
品
（

E
N
R
e
g
g
Z
E
R
g－宮内田
g
E色。
F
O
E
s
－ω



m国内
z
s
m
o
g
gの。。色
ω
）
、
電
磁
両
立
性
（

OF28Bm官
。
立
の

g
B冨
R
E芝
、
）
お
よ
び
無
線
通
信
基
準
（

g
e。
g
s
s
g
w
g
z
g

E
5
5）
、
路
上
走
行
車
（
円
。
包

5
5）
お
よ
び
ガ
ス
器
具
（

3
g
g
g）
で
あ
る

S
E－
－
冨
何
回
。

第
五
に
、
人
の
健
康
お
よ
び
安
全
な
ら
び
に
環
境
保
護
に
基
づ
く
「
暫
定
的
適
用
除
外
」
（

Z
S
3
5ミ
向
。
自
唱
t
g
ω
）
が
最
長

一
二
カ
月
間
に
限
定
し
て
認
め
ら
れ
る

S
・M
・H
S斗
P

N
・N
・1
『
吋
富
岡
〉
）
。
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③
紛
争
解
決
手
続

第
一
に
、
物
品
の
分
野
に
お
い
て
、
行
政
当
局
の
決
定
に
対
す
る
特
定
の
上
訴
手
続
は
存
在
し
た
ザ
裁
判
所
へ
の
通
常
の
訴
訟

手
続
が
利
用
可
能
で
あ
る
。
物
品
の
販
売
に
関
す
る
法
令
違
反
で
起
訴
さ
れ
た
場
合
、
個
人
は
相
互
承
認
原
則
の
適
用
を
防
禦
と
し

（斜）

て
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
に
、
暫
定
的
適
用
除
外
の
場
合
、
そ
の
期
間
が
終
了
す
る
前
に
、
閣
僚
評
議
会
は
当
該
物
品
に
基
準
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
か

否
か
、
お
よ
び
、
適
用
さ
れ
る
べ
き
場
合
に
は
そ
の
基
準
を
決
定
す
る
よ
う
努
め
る
。
あ
る
い
は
、
閣
僚
評
議
会
は
当
該
物
品
が
永

続
的
適
用
除
外
の
対
象
と
さ
れ
る
よ
う
政
府
首
脳
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
が
参
加
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
間
評
議
会
）
に
勧
告
す
る

こ
と
が
で
き
る
（
品
・
N
・N
・
↓
↓
冨
同
〉
）
。
閣
僚
評
議
会
は
三
分
の
二
以
上
の
多
数
決
で
決
定
を
行
う
（
∞
・
ω
・
J

司、円富岡〉）。

第
三
に
、

T
T
M
R
A参
加
当
事
者
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
、
州
・
準
州
お
よ
び
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）
は
、
い
か
な
る
時
点
に
お

い
て
も
、
実
質
的
に
人
の
健
康
お
よ
び
安
全
を
保
護
す
る
目
的
ま
た
は
環
境
汚
染
を
防
止
、
最
小
化
も
し
く
は
規
制
す
る
目
的
で
、

他
の
参
加
当
事
者
の
管
轄
の
下
で
物
品
に
適
用
可
能
な
基
準
の
問
題
を
、
閣
僚
評
議
会
に
付
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
閣
僚
評
議
会

は
そ
の
付
託
を
受
理
し
て
か
ら
一
二
カ
月
以
内
に
、
当
該
物
品
に
つ
い
て
基
準
が
設
定
さ
れ
る
べ
き
か
否
か
、
お
よ
び
、
設
定
さ
れ

る
べ
き
場
合
に
は
そ
の
基
準
を
決
定
す
る
よ
う
努
め
る
（
品
・
ω
寸
吋
富
悶
〉
）
。
閣
僚
評
議
会
は
三
分
の
二
以
上
の
多
数
決
で
決
定
を

139 

行
う
（
白
・
ω
・
1

『寸冨岡田〉）。
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上
記
第
二
お
よ
び
第
三
の
場
合
に
関
連
し
て
、
閣
僚
評
議
会
は

T
T
M
R
A
に
基
づ
き
、
物
品
（
お
よ
び
職
業
）
に
関
す
る
基
準

を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る

S
・M
・
寸
寸
宮
間
〉
）
。
そ
の
際
、
可
能
な
場
合
に
は
常
に
、
国
際
貿
易
で
共
通
に
受
諾
さ
れ
て
い
る
基

準
に
合
わ
せ
る
（
。
・
h
T
叶
叶
富
岡
〉
）
。
閣
僚
評
議
会
は
、
特
定
の
基
準
ま
た
は
規
則
（
い
ず
れ
か
の
物
品
の
販
売
が
禁
止
さ
れ
る
べ
き
か

否
か
を
含
む
）
が
あ
る
物
品
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
合
意
が
な
さ
れ
る
場
合
、
参
加
当
事
者
の
政
府
首
脳
（
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
が
参
加
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
間
評
議
会
）
に
対
し
、
当
該
基
準
ま
た
は
規
則
が
合
意
さ
れ
る
よ
う
勧
告
す
べ
き
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
。
同
勧
告
に
対
し
て
三
カ
月
以
内
に
政
府
首
脳
の
三
分
の
一
以
上
に
よ
る
不
承
認
が
な
い
限
り
、
参
加
当
事
者
は
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同
勧
告
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
行
動
を
可
及
的
速
や
か
に
と
る

a・m
・
同
斗
富
岡
〉
）
。

① 
個）

職
業
登
録
に
関
す
る
相
互
承
認

基
本
原
則
と
適
用
除
外

職
業
登
録
に
関
す
る
基
本
原
則
は
、
「
い
ず
れ
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
当
事
者
の
管
轄
に
お
い
て
も
職
業
（

g
p
g
E目
白
に

従
事
す
る
た
め
に
登
録
さ
れ
た
者
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
同
等
（
開

2
g宮
田
の
職
業
に
従
事
す
る
資
格
を
有
す
る
」
、

ま
た
、
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
職
業
に
従
事
す
る
た
め
に
登
録
さ
れ
た
者
は
い
ず
れ
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
当
事
者
の
管

轄
に
お
い
て
も
同
等
の
職
業
に
従
事
す
る
資
格
を
有
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
同

2
5－の（
8
・印・
H

・H
・
－
『
吋
宮
間
〉
）
。
す
な
わ
ち
、

相
互
承
認
に
基
づ
き
、
一
つ
の
管
轄
に
お
け
る
登
録
（
間
企
2
5
1日
は
他
の
管
轄
で
の
同
等
の
職
業
に
お
け
る
登
録
に
と
っ
て

十
分
な
根
拠
と
な
る
こ
と
を
意
味
し
、
登
録
の
た
め
に
要
求
さ
れ
る
職
業
上
の
基
準
（
資
格
、
技
能
や
経
験
）
に
お
け
る
相
違
は
登

（

姐

）

録
申
請
を
却
下
す
る
理
由
と
は
な
ら
な
い
。
こ
の
原
則
は
、

E
U法
に
お
け
る
自
然
人
の
開
業
の
自
由
（
ホ
ス
ト
・
ス
テ
ー
ト
で
の

（

ω）
（

印

）

居
住
を
伴
う
）
に
ほ
ぼ
相
当
し
、
一
時
的
移
動
を
前
提
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
自
由
移
動
は
含
ま
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

登
録
の
条
件
と
し
て
、
登
録
を
求
め
る
者
は
当
該
「
地
方
登
録
機
関
」
（

F
2
5巳
B
E
E
F
E
g
に
同
人
の
現
行
登
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職業登録におけるトランス・タスマン相互承認取り決め（TTMRA）の

適用範囲

図3

適用除外

TTMRA 

（出所： ProductivityCommission, Review of Mutual Recogniti，仰 Schemes,

Australian Government, January 2009, p. 20.筆者により一部修正。）

録
に
関
す
る
一
定
の
基
本
情
報
を
含
む
届
出
書
を
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
（
印
・
H

・H
・
寸
寸
富
岡
〉
）
。

し
か
し
、
基
本
原
則
か
ら
の
適
用
除
外
が
二
種
類
存
在
す
る

T
T
M
R
A
当
事
者
の
意
図
と
し
て

（図
3
参
照
）
。
た
だ
し
、

「
取
り
決
め
か
ら
の
適
用
除
外
（

05szzロω
）
及
び
除
外
（
自
’

は
可
能
な
限
り
最
小
限
に
と
ど
め
る
」
（
H
M
・M
・ω
・

。－
c位。ロ
ω）

－
『
、
『
冨
岡
〉
）
と
さ
れ
て
い
る
。

第
一
に
、
「
職
業
を
行
う
態
様
を
規
制
す
る
法
の
施
行
」
は

「
例
外
」
（
誌
の
さ
件

i
d
と
し
て
T
T
M
R
A
の
範
囲
外
に
あ
る
。

た
と
え
ば
、
保
険
要
件
、
行
動
規
範
、
懲
戒
手
続
な
ど
に
関
す
る

法
令
で
あ
る
。
た
だ
し
、
二
つ
の
条
件
に
服
す
る
口
一
つ
は
、
差

別
禁
止
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
「
当
該
職
業
に
従
事
す
る
適
性

に
関
す
る
何
ら
か
の
資
格
又
は
経
験
の
達
成
又
は
保
有
に
基
づ
か

な
い
こ
と
」
で
あ
る
（
印
・
H

・M
・
吋
吋
富
岡
〉
）
。

第
二
に
、
「
適
用
除
外
職
業
」
（
2
0
B宮
。

2
毛
色
。
ロ
）
と
い

う
類
型
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
T
T
M
R
A参
加
当
事
者
の
全
会

一
致
に
よ
り
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
印
－
H

・H
・
斗
吋
富
岡
〉
）
。
現

行
リ
ス
ト
に
よ
れ
ば
、
対
象
は
開
業
医
（
自
注
目
。
巳
司
3
2
5
8・
141 

。円
ω
）
の
み
で
あ
る
（
∞
の
F
a
g－O
K
T

同
斗
富
岡
〉
）
。
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② 

叉~
』土

録

上
述
の
基
本
原
則
に
適
合
し
、
届
出
書
を
提
出
す
る
な
ら
ば
、
「
当
該
当
事
者
の
関
連
法
が
当
該
者
の
既
存
の
登
録
が
十
分
な
登

へ
の
登
録
の
資
格
が
付
与
さ
れ

録
資
格
で
あ
る
と
明
示
的
に
規
定
し
て
い
る
と
み
な
さ
れ
」
、
「
同
等
」
の
職
業
（
開
業
医
を
除
く
）

る

G
・M
・Y
寸
］
『
冨
岡
k
p
）。

地
方
登
録
機
関
は
T
T
M
R
A
の
要
件
に
合
致
し
て
い
る
こ
と
に
基
づ
き
、
届
出
か
ら
一
カ
月
以
内
に
登
録
を
認
め
る
こ
と
が
で

き
（
印
・
ω
・
同
寸
富
岡
〉
）
、
更
新
可
能
で
あ
る
。
仮
登
録
の
場
合
も
あ
る
が

G
h・H
l
u
・∞－
F
司
、
『
宮
間
〉
）
、
要
件
に
合
致
し
な
い
場
合
は

登
録
の
延
期
や
拒
絶
も
あ
り
う
る
（
印
・
品
・
ゲ
印
・
串
・
N
－
m
h
－r
印－
m
・N
W

吋
吋
富
岡
〉
）
。

い
っ
た
ん
登
録
さ
れ
る
と
、
当
該
者
の
元
の
管
轄
に
お
け
る
登
録
が
停
止
し
て
も
、
登
録
資
格
は
継
続
す
る

G
・M
・N
w
m
・ω・

寸
『
富
岡
〉
）
。
た
だ
し
、
地
方
登
録
機
関
は
、
当
該
者
の
登
録
が
い
ず
れ
か
の
管
轄
に
お
い
て
停
止
も
し
く
は
終
了
さ
れ
る
か
、
ま

た
は
、
い
ず
れ
か
の
管
轄
に
お
い
て
刑
事
手
続
、
民
事
手
続
も
し
く
は
懲
戒
手
続
の
結
果
と
し
て
当
該
職
業
に
従
事
す
る
こ
と
を
個

人
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
に
至
る
場
合
、
登
録
を
停
止
ま
た
は
終
了
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

G
・M
・
ω
・
吋
吋
富
岡
〉
）
。

ま
た
、
地
方
登
録
機
関
は
登
録
に
条
件
を
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
当
該
者
の
以
前
の
登
録
に
す
で
に
適
用
さ
れ
て
い
る
か
ま

た
は
職
業
間
の
「
同
等
性
」
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
条
件
を
維
持
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
る
（
印
・
N

・hp

同
，
同
，
冨
同
k
p
）。

③
 第

一
に
、
個
人
は
地
方
登
録
機
関
の
決
定
に
対
し
て
、
上
訴
裁
判
所
（

g
k
F
3
8
Z
早口
MEm－
）
す
な
わ
ち
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

「
行
政
上
訴
裁
判
所
」
お
よ
び
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
「
ト
ラ
ン
ス
・
タ
ス
マ
ン
職
業
裁
判
所
」
に
審
査
の
申
し
立
て
を
行
う
こ
と

紛
争
解
決
手
続
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が
で
き
る
（
印
・
斗
－
H
i
m
－斗・
ω
・

1富
島
。
裁
判
所
は
、
上
訴
人
が
登
録
の
資
格
を
有
す
る
と
の
命
令
を
出
し
、
「
同
等
性
」
を
達
成
す

る
た
め
の
条
件
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
が
不
可
能
な
場
合
は
、
登
録
を
可
能
と
す
る
た
め
の
取
り
決
め
を
設
け
る
よ
う

命
令
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
他
方
、
当
該
二
つ
の
職
業
に
関
わ
る
活
動
が
「
実
質
的
に
同
一
で
は
な
い
」
、
ま
た
は
、
「
当
該
者
の

登
録
が
公
衆
衛
生
及
び
安
全
に
対
す
る
実
在
の
脅
威
と
な
る
か
若
し
く
は
顕
著
な
環
境
汚
染
の
脅
威
を
も
た
ら
し
う
る
」
と
い
う
点

が
充
足
さ
れ
る
場
合
に
限
り
、
両
職
業
は
「
同
等
」
で
は
な
い
と
宣
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
（

2
・
5
・∞－
N
w

ゴ
冨
忌
。

第
二
に
、
上
述
の
「
顕
著
な
環
境
汚
染
の
脅
威
」
に
基
づ
く
宣
言
の
場
合
、
そ
の
有
効
期
間
は
二
一
カ
月
間
で
あ
る
。
そ
の
聞
に

T
T
M
R
A
の
当
該
参
加
当
事
者
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
、
州
・
準
州
ま
た
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）
は
、
そ
の
宣
言
を
閣
僚
評
議
会

に
付
託
す
る
。
閣
僚
評
議
会
は
、
基
準
が
合
意
さ
れ
て
当
該
職
業
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
か
、
お
よ
び
、
適
用
さ
れ
る
べ
き
場
合
に
は

そ
れ
ら
の
基
準
に
つ
い
て
決
定
す
る
よ
う
努
め
る
（
印
・
∞
・
ω・1
『
叶
富
岡
〉
）
。

第
三
に
、

T
T
M
R
A参
加
当
事
者
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
、
州
・
準
州
ま
た
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）
は
、
い
か
な
る
時
点
に
お

い
て
も
、
実
質
的
に
人
の
健
康
お
よ
び
安
全
を
保
護
す
る
目
的
ま
た
は
環
境
汚
染
を
防
止
、
最
小
化
も
し
く
は
規
制
す
る
目
的
で
、

基
準
が
合
意
さ
れ
て
当
該
職
業
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
か
、
お
よ
び
、
適
用
さ
れ
る
べ
き
場
合
に
は
そ
れ
ら
の
基
準
に
つ
い
て
決
定
す

る
た
め
に
、
職
業
ま
た
は
そ
の
遂
行
の
一
部
と
し
て
の
特
定
の
活
動
に
従
事
す
る
資
格
を
付
与
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
適
切
な

能
力
基
準
（

g
g宮
窓
口

aEseEω
）
の
問
題
を
、
閣
僚
評
議
会
に
付
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
閣
僚
評
議
会
は
そ
の
付
託
を
受

理
し
て
か
ら
一
二
カ
月
以
内
に
決
定
を
行
う
よ
う
努
め
る
（
印
・
P
寸
寸
冨
岡
〉
）
。

上
記
第
二
お
よ
び
第
三
の
場
合
に
関
連
し
て
、
閣
僚
評
議
会
は

T
T
M
R
A
に
基
づ
き
、
職
業
（
お
よ
び
物
品
）
に
関
す
る
基
準

を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る

S
・M
・
－
『
叶
富
岡
〉
）
。
そ
の
際
、
可
能
な
場
合
に
は
常
に
、
国
際
貿
易
で
共
通
に
受
諾
さ
れ
て
い
る
基

準
に
合
わ
せ
る
（
∞
－
P
J『
寸
富
岡
〉
）
。
閣
僚
評
議
会
は
、
合
意
さ
れ
る
基
準
が
、
あ
る
職
業
ま
た
は
あ
る
職
業
の
実
行
の
一
部
と
し

て
の
特
定
の
活
動
（
群
）
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
合
意
が
な
さ
れ
る
場
合
、
参
加
当
事
者
の
政
府
首
脳
（
ニ
ュ

l
ジ
l
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ラ
ン
ド
が
参
加
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
間
評
議
会
）
に
対
し
、
当
該
基
準
ま
た
は
規
則
が
合
意
さ
れ
る
よ
う
勧
告
す
べ
き
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
。
同
勧
告
に
対
し
て
三
カ
月
以
内
に
政
府
首
脳
の
三
分
の
一
以
上
に
よ
る
不
承
認
が
な
い
限
り
、
参
加
当
事
者
は
同

勧
告
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
行
動
を
可
及
的
速
や
か
に
と
る
（
。
－
F
寸
寸
富
岡
〉
）
。

第
四
に
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
閣
僚
お
よ
び
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
少
な
く
と
も
一
つ
の
参
加
当
事
者
の
閣
僚
は
、
特
定
の
職
業

144 

が
「
同
等
」
で
あ
る
こ
と
を
共
同
で
宣
言
し
、
「
同
等
性
」
を
達
成
す
る
条
件
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
よ
う
な
閣
僚
宣

言
は
、
そ
れ
に
適
合
し
な
い
上
訴
裁
判
所
の
決
定
に
優
越
す
る
（
印
・

5
・
↓
↓
富
岡
〉
）
。

四

結

三五
日口

相
互
承
認
ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
、
そ
の
対
象
に
よ
り
、
実
体
的
ル

l
ル
（

g
E
S
E
－〈0
2
－g）
を
扱
う
「
実
体
的
相
互
承
認
」
、
お

よ
び
、
適
合
性
評
価
と
い
っ
た
手
続
的
な
側
面
に
限
ら
れ
る
「
手
続
的
相
互
承
認
」
が
存
在
す
る
。
手
続
的
相
互
承
認
の
例
は
日
E

（回）

U
相
互
承
認
協
定
等
を
は
じ
め
と
し
て
数
多
く
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
非
関
税
障
壁
の
撤
廃
の
た
め
に
十
分
で
は
な
い
。
実

体
的
相
互
承
認
を
導
入
し
て
い
る
複
数
国
家
の
地
域
は

E
U
（
お
よ
び
そ
の
周
辺
国
）
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
お
よ
び
ニ
ュ

l
ジ
l
ラ

（町）

ン
ド
の
間
の
み
に
と
ど
ま
る
。
た
だ
し
、
実
体
的
相
互
承
認
は
手
続
的
相
互
承
認
を
伴
う
の
が
通
常
で
あ
る
。

ま
た
、
相
互
承
認
ア
プ
ロ
ー
チ
は
超
国
家
制
度
を
伴
、
っ
か
否
か
に
よ
り
二
つ
に
類
別
さ
れ
る
。

E
U域
内
市
場
に
見
ら
れ
る
相
互

承
認
原
則
は
超
国
家
的
制
度
を
伴
う
「
垂
直
的
」
相
互
承
認

S
E
2
E
S守
自
己
ロ
包
括
8
管
室
お
一
で
あ
る
の
に
対
し
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
聞
の

T
T
M
R
A
は
政
府
間
取
り
決
め
に
基
づ
く
「
水
平
的
」
相
互
承
認
（

m
E
Z
ュg
E巳事

自
己
苫
包
括
g
m
E
Z。
ロ
）
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
相
互
承
認
ア
プ
ロ
ー
チ
は
ホ
l
ム
・
ス
テ
ー
ト
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
原
則
と
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
そ
の
実
際
の



適
用
に
お
い
て
は
ホ
l
ム
・
ス
テ
ー
ト
の
ル

l
ル
が
常
に
そ
の
ま
ま
輸
入
国
で
通
用
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
相
互
承

認
原
則
は
、
自
由
貿
易
と
公
益
上
正
当
な
目
的
の
聞
で
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
た
め
、
適
用
範
囲
を
限
定
す
る
こ
と
（
た
と
え
ば
物
品
の

ル
ー
ル
間
で
一
定
の
調
和
を
事
前
に
導
入
す
る
こ
と
、
既
存
の
国

際
調
和
ル

l
ル
を
適
用
す
る
こ
と
、
明
文
で
適
用
除
外
を
設
け
る
こ
と
、
ル
ー
ル
間
に
機
能
的
同
等
性
が
あ
る
こ
と
を
条
件
と
す
る

（印）

こ
と
、
経
過
期
間
を
設
定
す
る
こ
と
な
ど
、
様
々
な
条
件
と
と
も
に
実
施
さ
れ
る
の
が
通
常
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
相
互
承
認
原

（

印

）

（

臼

）

則
は
様
々
な
仕
方
で
「
管
理
」
さ
れ
て
い
る
。

T
T
M
R
A
で
は
相
互
承
認
原
則
の
適
用
が
物
品
と
職
業
登
録
に
限
定
さ
れ
、
か
つ
、

様
々
な
適
用
除
外
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

貿
易
に
限
定
し
、
サ
ー
ビ
ス
貿
易
に
は
適
用
し
な
い
と
す
る
こ
と
）
、

「トランス・タスマン相互承認取り決め」の法的性格

T
T
M
R
A
は
国
際
法
上
拘
束
力
を
有
し
な
い
と
さ
れ
る
合
意
で
あ
り
、
そ
れ
に
基
づ
く
国
内
法
の
制
定
に
よ
り
履
行
さ
れ
た
。

T
T
M
R
A
に
お
け
る
相
互
承
認
制
度
の
特
徴
を
要
約
す
る
と
、
第
一
に
「
実
体
的
相
互
承
認
」
の
制
度
で
あ
る
こ
と
、
第
二
に
政

府
間
取
り
決
め
に
基
づ
き
、
国
家
主
権
の
制
限
を
伴
わ
な
い
「
水
平
的
」
な
相
互
承
認
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
こ
と
、
第
三
に
「
管

（印）

理
」
の
度
合
い
が
大
き
い
、
限
定
的
な
相
互
承
認
制
度
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

［
付
記
］
本
稿
は
、
慶
慮
義
塾
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
文
部
科
学
省
）
「
市
民
社
会
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
教
育
研
究

拠
点
」
（
平
成
二
0
年
度
採
択
、
拠
点
番
号
I
一
二
）
の
支
援
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（1
）

p
a
E
t
i
q
n。
B
E
g
z
p
同
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
志
向

P
8
3凡な
S
M町
内
含
さ

P
K
F
g
g
Eロ
の
。

S
E
E
S
F
守
口
cm『
可

N
c
c
p

同

y
H
0
・

（2
）
。
。
自
目
。
口
調
。
包
仲
甘
え

krg可
包
留
の
。
ロ

ωtzz。ロ
Kra－
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
憲
法
の
概
要
に
つ
い
て
、
山
田
邦
夫
「
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
憲
法
事
情
」
『
諸
外
国
の
憲
法
事
情
3
」
国
立
国
会
図
書
館
調
査
及
び
立
法
考
査
局
、
二

O
O
三
年
、
八
五
｜
一
三
四
頁
参

照
（
宮
G
ミ
割
当
タ
ロ
色
・
問
。
・
甘
注
目
之
島
己
主
唱
戸
M
V
E
s
t。ロ＼向日
0
2
E
Oロミ
NCCω
＼N
b
c
c
ω
O
N
o
a・古島内）（一一

O
一
O
年
七
月
一
一
日
ア
ク
セ
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rく）。

（
的
）
“
O
n
the imposition of uniform duties of customs, trade, 

commerce, a
n
d
 intercourse a

m
o
n
g
 the States, 

whether b
y
 m
e
a
n
s
 of internal carriage or ocean navigation, shall be absolutely free.

”
 

（申）
[1988] 
H
C
A
 18; 
(1988) 
165 
C
L
R
 360(2 
M
a
y
 1988), 
available 

at 
http://www.austlii.edu.au/au/cases/cth/ 

high_ct/165clr360.html, accessed M
a
y
 26, 2010. 

（凶）
Ibid., para. 26.

「
ま
!
l
~
士
時
出
起
栴
e
鍵
存

J
!
1
~
1
眠
時
帳
－

tく
ム

1ト
＇
；
：
＂
ト
刑
者
全
蝋
誕
線

1
1
 .µ
保
笠
宮
毒
事
併
剣
思
議
!
l
~
~
型
炉
時

事費｛眼下－＇－%＇
I'@込

’
国
盛
和

l!~認
客
室

ti
§
：
蝦
｛
~!l

0
エ
ド
~
（
制
国
税
斗
Q
判
~
＊

fil鍵
i*'.~.-Jν嵯

梢
れ
J~l'@~.-J

0
 0
~
）
申

{l:l＆；＇＼年1都
~
~
！
＇
－
＠

~
~
~
 i匙苦手
J
い；
L
I'@ 
(Street v. 

Queensland B
a
r
 Assodation [1989] H

C
A
 53; 
(1989) 168 C

L
R
 461 (16 N
o
v
e
m
b
e
r
 

1989), available at http://www.worldlii.org/au/cases/cth/high_ct/168clr461.html, accessed M
a
y
 31, 2010). 

（。）
Productivity Commission, op. cit., 

p.9.
「
蓉
ロ
g
~
吋
b
中
一
江

ltく
e
総
菰

!l~実
令

I'@盤
劃
e
毒
~
~
，
＿
）
い

P
護
持
増
栴
込
囲
《
布
時

三E
早J援

限
れ
）
~
時
奪
三
回
《
布

I'@尉
端
会

1起
厘
~
！
＇
－
＠
吋
小
田
~4持

~
l
'
@
~
J
~

’
*
6
~
’
僻
E
醤
起
働
栴
~
吋
b
臨
時
期
経
栴
る
但
¢
：
~
ミ
~
~
~
~

毒
霊
リ
小
ム
J1眠

時
単
~·~,IJ!l~祐

樹
信
雄
~
！
＇
－
＠
主
主
~
!
R
崎

l'@~J~
込
絡
~
U
'
~
I
'
@
」

（／bid.,
p.10
）。

（ド）
A
g
r
e
e
m
e
n
t
 b
e
t
w
e
e
n
 the C
o
m
m
o
n
w
e
a
l
t
h
 of Australia, the State of N

e
w
 South Wales, the State of Victo-

ria, 
the State of Queensland, the State of Western Australia, the State of South Australia, the State of Tasma-

nia, the Australian Capital Territory a
n
d
 the Northern Territory of Australia relating to Mutual Recognition. 

(
 
oo) 
T
h
e
 
M
u
t
u
a
l
 
Recognition 

A
c
t
 
1992, 
available 

at 
http://www.austlii.edu.au/au/legis/cth/consol_act/ 

mral992221/, accessed M
a
y
 26, 2010. 

(
 O"">) 
Council 
of 
Australian 

G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
s
 (
C
O
A
G），“
M
u
t
u
a
l
 Recognition 

A
g
r
e
e
m
e
n
t
，”
available 

at 
http:// 

w
w
w
 .coag.gov .au/mutual_recognition/mutual_recog_agreement.cfm, accessed M

a
y
 26, 2010. 

（
~
）
 
G
a
r
y
 P. 
S
a
m
p
s
o
n
，“
T
h
e
 Closer E
c
o
n
o
m
i
c
 Relations A

g
r
e
e
m
e
n
t
 between Australia a

n
d
 N
e
w
 Zealand
”
in 

G
a
r
y
 P. 
S
a
m
p
s
o
n
 a
n
d
 Stephen Woolcock (eds よ

Regionalism,
Multilingualism a

n
d
 Economic Integration: T

h
e
 Re-

cent E
x ρ
erience, United Nations University Press, Tokyo, 2003, pp. 202-205. 

（口）
Quentin H

a
y
，“
T
r
a
n
s
-
T
a
s
m
a
n
 M
u
t
u
a
l
 Recognition: N

e
w
 Dimension in Australia-New Zealand Legal Re-

（
 

F・4

＝ 。
N
）

hwH蜘話回祢在許巡



t、電FF・4

lations
，”
International Trade L

a
w
 a
n
d
 Regulation, 1997, 3(1), 

pp. 6-13 at 10; Productivity Commission, op. cit., 

p. 
11. 

（
~
）
 
Protocol o

n
 Trade in Services to 

the Australia N
e
w
 Zealand Closer Economic Relations-Trade Agreement, 18 

A
u
g
u
s
t
 1988, 
available at 

http://www.dfat.gov.au/geo/new_zealand/anz_cer/anz_cer.html, accessed M
a
y
 31, 

2010. 

（包）
Productivity Commission, op. cit., 

p. 
11. 

（ヨ）
Council of Australian G

o
v
e
r
n
m
e
n
t
s
 (
C
O
A
G
），“
M
u
t
u
a
l
 Recognition A

g
r
e
e
m
e
n
t
，”
op. cit. 

（出）
同
信
網
総
当
“
A
r
r
a
n
g
e
m
e
n
t
between the Australian Parties a

n
d
 N
e
w
 Zealand Relating to Trans-T

a
s
m
a
n
 

M
u
t
u
a
l
 Recognition

”
~
~
i
-
0
。

iJ
~
 ~
 0
 S. 
¥-'" 
Users Guide to 

the M
u
t
u
a
l
 Recognition A

g
r
e
e
m
e
n
t
 a
n
d
 Trans-Tas

・

m
a
n
 M
u
t
u
a
l
 Recognition Arrangement, 2006 

i込
帳
~
r
く
ム

lト
F
ト
刑
事
長
醤
主
主
吋

-C'
j:f:: 

lと
れ
）
~
い
；
二
時
(available at 

http://www.coag.gov .au/mutual_recognition/docs/mutual_recognition_users%27 _Guide. pdf, accessed M
a
y
 31, 

2010
）。

（
~
）
 
Productivity C

o
m
m
i
s
s
i
o
n，。
ρ.
cit., 
p. 
11. 

（口）
Council of Australian G

o
v
e
r
n
m
e
n
t
s
 (
C
O
A
G
)
,
 "
T
r
a
n
s
-
T
a
s
m
a
n
 M
u
t
u
a
l
 Recognition A

r
r
a
n
g
e
m
e
n
t
，”
avail-

able 
at 
http://www.coag.gov.au/mutual_recognition/tt 一

mutual_recog_agreement.cfm,
accessed 

M
a
y
 
31, 

2010.
媒
~
~
絵
根
拠
鰻
士

..u.開
直
也

P
線

1
~
＇
保
諸
手
主
目
先

1曜
-K
亘
書
量
感
令

i-0'J
，人j’

戦
11~-tマ

ー
rく
ム

1ト
P
ト
~
~
出

<r:;~~実
炉

i-0トキ
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首
選
接
融
合
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語
毛
主
ヨ
炉
時
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織

111~
；
マ
－

K..L・1ト
F
ト
e
暗
室
・
耕
三
ミ
込
韓
~}/fl~~
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：
吉
凶
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吋
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以
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＿
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g
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民
対
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器
製
盛
会
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蝿
υ
ν
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~
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，
同
盟
騨
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離
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会
｝
主
H
<
1
眠時~＇＼ト，

~
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v
,
J
.
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1
J
~
~

。
..U...1J~~i-O

(Quentin Hay, op. cit., 
p. 
11
）。

（
~
）
 
Council of Australian G

o
v
e
r
n
m
e
n
t
s
 (
C
O
A
G
），“
T
r
a
n
s
-
T
a
s
m
a
n
 M
u
t
u
a
l
 Recognition A

r
r
a
n
g
e
m
e
n
t
，”
op. cit. 

4マ
ー

rく
ム

1ト
＝
ヘ
ト
e
ぬ
ま
・
耕
三
ミ
当
時
.
I
~
~
’
刑
事
者
誕
~
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再
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当
ム

1ト
λ
r
く
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~
t
く
ト
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!i!同
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穏
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会

1謹
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~i-0
鍵
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会

1

1明
者
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~
~
言
~
~
べ

~1~ヰ
現
会

1事
{W.....J..U.
(Productivity C

o
m
m
i
s
s
i
o
n，。
ρ.
cit., 
p.12.
）。

（含）
Productivity C

o
m
m
i
s
s
i
o
n，。
ρ.
cit., 
p. 
11, 
12. 
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（足）
T
h
e
 T
r
a
n
s
-
T
a
s
m
a
n
 M
u
t
u
a
l
 Recognition A

c
t
 1997 (Cwlth) a

n
d
 the T
r
a
n
s
-
T
a
s
m
a
n
 Mutual Recognition A

c
t
 

1997 (NZ), available at http://www.austlii.edu.au/au/legis/cth/consol_act/tmra1997350/, and, http://www.leg-

islation.govt.nz/act/public/1997 /0060 月
atest/DLM410793.html

?search= ts_act_trans-tasman +
 mutual_resel&sr 

=
 1, 
accessed M

a
y
 31, 2010. 

（尽）
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題
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毛
色
包

F
8
5
3
a
H
E
F
U
3
2
E
m
z。
p
z
gロ
E
m－冨の
wmmEm）
の
よ
う
に
産
品
が
充
足
す
べ
き
要
件
を
定
め
る
規
則
を
い
う

（n
g
g
ゎ
l
N
S＼
S
m
E
わ

1
N
S＼
2
Q
S
Sミ
も
さ
お
ミ
s
h的
令
官
吉
良
国
ミ
還
、
丸
岡
R除

g
h叫
b
s註
足
止
ぎ
さ
ミ
［
回
申
匂

ω］開
A
U
何

回

l
a
o匂J
〉匂
mw叫
mw
・一戸印）。

（
お
）
庄
司
克
宏
著
『
E
U法
政
策
篇
』
岩
波
書
店
、
二

O
O
三
年
、
一
九
、
二

O
頁
、
庄
司
克
宏
「
E
U域
内
市
場
政
策

l
相
互
承
認

と
規
制
権
限
の
配
分
」
、
田
中
俊
郎
・
庄
司
克
宏
編
「
E
U
統
合
の
軌
跡
と
ベ
ク
ト
ル
』
慶
謄
義
塾
大
学
出
版
会
、
二

O
O
六
年
、
一
一

三
頁
。

（却）

ω
5
8
5
同・

ω各
昆
岳
＼
富
三

g
－問。

g
m巳
z
g
g
m
z
o
d司
富
。
色
ゆ
え
の

0
3
E
g
g－
－
、
選
、
さ

Z＼
同
ミ
e
s
s
h
u
s
h片

huミ
一
芳
子
〈
。
戸

E
・
z。
・
印
・
旬
開
》
・
∞
ミ
ー
由
自
己
ミ
N
・

（
ぬ
）
包
位
・
庄
司
克
宏
「
E
U域
内
市
場
法
の
仕
組
み
」
、
庄
司
克
宏
編
『
E
U法
実
務
篇
』
岩
波
書
店
、
二

O
O
八
年
所
収
、
一
ニ
頁
。

（剖）

P
忠
ロ
ミ
a

pミ
l
N
S
H
g
r』
c
e・
切
さ

h
H
w
s
s
e
sミ
SN言
語
、
町
、
旬
、

Q
S
S
S（
ε訟な
色
町
巴
味
。

a
y
e－Q
．F－冨
B
・

E
・
庄
司
克
宏
「
E
U
域
内
市
場
政
策
｜
相
互
承
認
と
規
制
権
限
の
配
分
」
前
掲
、
一
一
一
、
一
一
一
一
頁
。

（
辺
）
∞
ロ

g
ロロ
σ
同・

ω各
自

E
F
も－
Q

．F・司・∞斗
NWSω
・
庄
司
克
宏
「
E
U
域
内
市
場
法
の
仕
組
み
」
前
掲
、
三
、
四
頁
。

（
お
）
吋
，

vo
司
旦
目
。
宮

E
z
z
a
a
k
r
g卑
S
E
m
y
p
o
同J
・0
g
w
a
。
ご

FOKFCES－Eロ
ω
g
g
ω
g品
。

E
O同
冨

g
z
g
g
oご
FOKF5・

可
包

F
g
p
z
s
コ，O『
吋
伊
丹
。
ミ
自
色
丹

F
o
z。耳目
5
3
J『
2
E
Sミ・

（
担
）
二

O
一
O
年
三
月
九
日
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
政
府
の
首
相
内
閣
府
に
お
け
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
間
評
議
会
（
C
O
A
G
）

課
の
問
。
ロ
司
2
ミ
氏
と
の
面
接
調
査
。

（お）

C
c
oロ
江
口
出
m
M
J

。h
v

・R
Hよ唱－
H
0
・

（
お
）
物
品
と
は
、
「
い
か
な
る
種
類
の
物
品
を
も
意
味
し
、
（
1
）
動
植
物
、
（
2
）
微
生
物
に
由
来
す
る
物
質
、
（
3
）
物
品
を
包
む
包
装
、

（4
）
物
品
に
添
付
さ
れ
る
ラ
ベ
ル
を
含
む
」
（
司
ω見
回
（
岱
）
・
叶
叶
富
岡
〉
）
。

（幻）

T
T
M
R
A
は
締
約
当
事
者
の
領
域
か
ら
の
物
品
の
輸
出
を
禁
止
ま
た
は
制
限
す
る
国
内
法
令
の
施
行
に
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は

な
い
（
砕
い
・
h
F
寸
寸
富
岡
〉
）
。
他
方
、

E
U
域
内
市
場
で
は
（
輸
入
の
場
合
に
加
え
て
）
輸
出
に
対
す
る
数
量
制
限
と
「
同
等
の
効
果
を

有
す
る
措
置
」
も
禁
止
さ
れ
る
（

K
F
2
E
o
g
叶
明
開

d
h凶
〉

1
5
0
お
寸
開
。
）
。

（
お
）
規
則
と
は
「
事
業
又
は
人
に
義
務
的
要
件
を
課
す
法
的
に
道
守
確
保
可
能
な
、
広
範
囲
の
文
書
」
を
意
味
す
る
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1) 

吋，
J

勺
富
岡
K
F
）。

（
却
）
厚
。
色
C
2
Z
R
M可。。
B
B町
民
。

p
e－Q
．F・問者・
5
∞I
M
C
O
－

（
伺
）
こ
の
語
は
T
T
M
R
A
で
使
用
さ
れ
て
い
る
表
現
で
は
な
い
。
司

8
品店
t
i
q
。。
B
B
Z位。

p
e－Q
．F－
E
Y
S
N
1
5∞
参
照
。

（
引
）
∞
の
F
O
内E
Z
N
E
寸
叶
富
岡
〉
・

（
必
）
∞
各
包
己
σω
宮
吋
寸
富
岡
〉
・
当
事
者
の
少
な
く
と
も
三
分
の
二
の
多
数
が
あ
れ
ば
、
相
互
承
認
ま
た
は
調
和
が
適
用
さ
れ
る

S
・M
・NW
J

『
叶
富
岡
〉
）
。

（
必
）
司
円
。
《
E
2宮
常
凶
刊
の
。
E
B宮
包
。
P
。h
V

・R
．N・－司・
M
M
・

（

M
H
）
川
町
民
民
・

（
必
）
「
職
業
」
と
は
、
「
登
録
さ
れ
た
者
に
よ
っ
て
の
み
営
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
る
す
べ
て
の
種
類
の
職
（

S
2
2
3
z。
P
可
州
丘
P

買
え

g
a
S
2
8呂
田
向
）
で
あ
っ
て
、
登
録
が
何
ら
か
の
資
格
（
例
え
ば
研
修
、
教
育
、
試
験
、
経
験
、
評
判
、
適
性
）
の
達
成
又
は

保
有
に
全
部
又
は
一
部
依
存
し
、
か
つ
登
録
が
認
め
ら
れ
う
る
上
記
職
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
専
門
化
を
含
む
場
合
を
い
う
」

（司
ω乱
闘
（
釦
）
・
吋
，
同
，
富
岡
K
F
）。

（
必
）
実
質
的
に
同
一
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
、
条
件
の
付
加
に
よ
り
達
成
さ
れ
る
場
合
も
含
ま
れ
る
（
司
ω見
回
（
巴
・
寸
寸
富
岡
〉
）
。

（
釘
）
「
登
録
」
と
は
、
「
人
が
職
業
に
従
事
す
る
た
め
に
立
法
に
よ
り
要
求
さ
れ
又
は
同
立
法
に
基
づ
く
免
許
、
承
認
、
認
可
、
認
証
（
開

業
認
証
に
よ
る
場
合
を
含
む
）
又
は
他
の
い
か
な
る
形
式
の
許
可
を
も
含
む
」
（
司
ω立
回
（
ω）w
吋
斗
富
岡
〉
）
。

（
必
）
同
J
・。内
E
2
－4芹
可
。
。
自
白
首
位
。
P
。h
v

・2
．Hよ匂－

z・∞斗・

（
必
）
』
『
忠
弘
よ
唱
－

E
・

（印）

LS位
・
込
匂
－

NNOlNN∞・

（
日
）
「
地
方
登
録
機
関
」
と
は
、

T
T
M
R
A参
加
当
事
者
の
法
に
基
づ
く
当
該
職
業
の
遂
行
に
関
連
し
て
、
当
該
当
事
者
の
管
轄
に
お

い
て
人
を
登
録
す
る
と
い
う
、
立
法
に
よ
り
付
与
さ
れ
た
機
能
を
有
す
る
者
又
は
機
関
を
い
う
」
（
閉
店
忌
岡
（
岱
）
・
同
斗
富
岡
〉
）
。

（
回
）
こ
の
語
は
T
T
M
R
A
で
使
用
さ
れ
て
い
る
表
現
で
は
な
い
。
司

g
色ロ
2
2伊
丹
可
。
。
富
田
町
位
。

p
e－Q
．F・
匂
・
見
参
照
。

（臼）

h
b
t
・

（
日
）
両
裁
判
所
の
間
に
お
け
る
整
合
性
を
促
進
す
る
た
め
、
各
裁
判
所
は
、
望
ま
し
い
と
み
な
さ
れ
る
事
案
に
お
い
て
他
方
の
裁
判
所
の
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「トランス・タスマン相互承認取り決め」の法的性格

判
決
お
よ
び
裁
判
所
間
の
重
複
人
事
（
の
g
ω
ω
l
E
o
s－高
B
E司
）
の
可
能
性
に
配
慮
す
る
。
両
裁
判
所
は
、
協
力
と
情
報
交
換
を
最
大
化

す
る
た
め
諒
解
覚
書
を
締
結
す
る
（
印
・
叶
・
hp
同
斗
富
岡
〉
）
。

（
日
）
「
顕
著
な
環
境
汚
染
の
脅
威
」
に
基
づ
く
宣
言
の
場
合
、
そ
の
有
効
期
間
は
二
一
カ
月
間
で
あ
る
。
そ
の
間
に
T
T
M
R
A
の
当
該

参
加
当
事
者
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
、
州
・
準
州
ま
た
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）
は
、
そ
の
宣
言
を
閣
僚
評
議
会
に
付
託
す
る
。
閣
僚

評
議
会
は
、
合
意
さ
れ
た
基
準
が
当
該
職
業
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
か
等
に
つ
い
て
決
定
す
る
よ
う
努
め
る
（
印
・
∞
・
ω・
叶
吋
富
岡
〉
）
。

（
民
）
附
p
g
g
E
g
ω
g
p
E
H，vo
開
d
富。
aoZ
え
冨
5
5－
p
w
g
m巳
仲
吉
田
州
富
島
同
，
g
ロ
ω
g
t。
5
2
E円】向。件。。
4
0
2
8
8
…kpFomm－

kpロ巳可
mwZJ
。h
V

・R．
N

・－唱匂・

Hahplg叶・

（
貯
）
内
記
香
子
「
地
域
貿
易
協
定
に
お
け
る
「
技
術
的
貿
易
障
壁
」
の
取
り
扱
い
｜
相
互
承
認
の
制
度
を
中
心
と
し
て
l
」
『
デ
イ
ス
カ

ツ
シ
ョ
ン
・
ペ
ー
パ
ー
』
経
済
産
業
研
究
所
、

g
l』
1
0
ぉ
、
二

O

O
六
年
（
町
立
司
主
割
当
ヲ
ユ
ot・問。一・写＼写＼唱何回
E
w
g吉田之島司一

8
3ぉ－
E
同
）
（
二
O
一
O
年
七
月
二
O
日
ア
ク
セ
ス
）
、
九
頁
。

（
鴎
）
相
互
承
認
原
則
は
次
の
よ
う
に
「
水
平
的
な
主
権
委
譲
」

g
g
ュg
E色丹
5
5
F円
え

8
3
5
F阿
国
け
可
）
を
意
味
す
る
と
言
わ
れ

る
こ
と
が
あ
る
。
「
水
平
的
な
主
権
委
譲
と
し
て
［
相
互
承
認
］
は
、
法
を
規
定
し
遵
守
確
保
す
る
管
轄
権
の
相
互
配
分
を
通
じ
て
主
権

の
行
使
を
領
域
的
な
固
定
か
ら
解
き
放
す
こ
と
に
よ
り
、
主
権
を
尊
重
す
る
こ
と
と
そ
れ
を
根
本
的
に
再
構
成
す
る
こ
と
の
双
方
に
関
わ

る
も
の
で
あ
る
」
（
剛
g
q司
g
Z庁
。
宮
丘
町

wE吋
E
a
E
m
s
o
p》－
g
喝の。ロ
ω可ロ
a
E
m
開
ロ
『
。
宮
岳
8
c
m
v
冨
己
ロ
乱
開
2
0
mロ伊丹
Z
P司

、
S
ミ
ミ
ミ
同
ミ
冬
saMMSN号
、
。
R
Q
W
〈。－－

E
－
z。・
F
問者－

a∞
N
l
g∞
巳
∞
∞
印
）
。
し
か
し
、
「
水
平
的
」
な
主
権
委
譲
で
あ
っ
て
も
E

U
の
超
国
家
的
法
秩
序
の
下
で
、
加
盟
国
は
ホ
l
ム
・
ス
テ
ー
ト
ま
た
は
ホ
ス
ト
・
ス
テ
ー
ト
と
し
て
、

E
U立
法
に
よ
る
調
和
が
な
い

場
合
で
も
、

E
U基
本
条
約
に
基
づ
く
E
U
司
法
裁
判
所
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
服
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、

E
U
の
相
互
承
認

モ
デ
ル
は
「
垂
直
的
」
で
あ
る
（
同
，
州
凶
ロ
い
州
w

一∞～い吋
N
。目．量開．ロ叫。同】。岱同同
γ

の。』可。吋ロ岱同同の。

υzσ
肉。件－
ω仲即。ロ州
w
ロ《目《
U

。自同】。一

。同同－ゆ吋岱吋の
F可司．、
sh
、s
』冷＼《
Uσ
遺
遺
。
冶
』
向
hN込
ミ
匂
ミ
一
匹
5
・〈。－－品∞－

z。・
N・
3
・
SHINHZGOωlNCm）。

（
日
）
冨
ω円
w
g
露。
ω
F
4
5
8ロ
色
室
。
5

8
色
E
E
Z
え
冨
己
g
一－向。。。
m
E片山。ロ
3

・
向
。
速
達
s

－hh刷、吉岡
hhNNG
同
S
S
F
〈
己
・
当
・

z。・
N・
MOHO－旬開】・
8mlhFω
由
巳

hSJ可・色町・

（
ω）
同
色
可
匂
mw。
Z
付。－巴．品目
ω
・。、－
Q
．F
・唱・∞∞
ω
・。∞
h
H

・

（
臼
）
関
8
5
S
〉・
K
F
司
自
己
円
。
ロ
mwE冨
Z
Z即日開。。。
m
E
Z。
ロ
＝
宮
わ
巳
FO江
口
。
∞
mgmwamH戸内ご。
g
s
ω
8
2
（包
ω－YM3を
hhNS
ミ
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1) 

普
段
ミ
－
hr同
情
実
。
Y
Q
3

・
ミ
ミ
宮
町
内
旨
志
向
除
雪
笠
宮
、
、

Sな
2
・
国

ω
2
2
E
F
ω
F
E
m・
0
M
n
F
E
N
O
O
N
－

3
・N
N
m
I
N
S
・
E
U
で
は
各
国
法

の
調
和
が
当
該
分
野
に
お
い
て
存
在
し
な
い
場
合
、
ホ
ー
ム
・
ス
テ
ー
ト
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
原
則
と
す
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
一
方
で
、

各
加
盟
国
の
事
情
に
応
じ
て
例
外
的
に
、
明
文
の
適
用
除
外
ま
た
は
判
例
法
上
の
「
不
可
避
的
要
請
」
に
基
づ
き
正
当
化
さ
れ
か
っ
比
例

性
原
則
を
充
た
す
な
ら
ば
、
ホ
ス
ト
・
ス
テ
ー
ト
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
認
め
ら
れ
る
（
庄
司
克
宏
著
『
E
U法
政
策
篇
」
前
掲
、
二

O

頁）。

（位）

E
U
域
内
市
場
に
お
け
る
相
互
承
認
制
度
と
の
比
較
に
つ
い
て
は
、
庄
司
克
宏
「
日

E
U
間
F
T
A
と
相
互
承
認
原
則
｜
ト
ラ
ン

ス
・
タ
ス
マ
ン
・
モ
デ
ル
の
可
能
性
」
前
掲
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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［
追
記
］

田
中
俊
郎
先
生
の
慶
麿
義
塾
へ
の
多
大
な
ご
貢
献
に
深
い
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
学
恩
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。


